
















































































































































.1 p.492b, ll.20-23 ）

















































.1 p.492c, ll.6-10 ）





〔訓読文〕微妙と言うは、此の『 ［妙法蓮華］ 經』の所說 一乘の果は、妙徳にして圓かならざるこ 无く、雜染にして浄らかな
元曉『法華宗要』訳注⑷（金）
― 27 ―


































































































































































































































































































































































































薩達磨分陀利脩多羅。薩達磨。此翻妙法。分陀利。此翻蓮華 已如上釋。脩多羅。或云脩單蘭。或云脩妬路。彼方楚夏。此土翻譯不同。或言無翻。或言有翻。 」 （
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.9 no.262 p.15a, ll.7-8 ）とある。
（８）










.9 no.262 p.5c, ll.25-26 ）とある。
（






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































付記仁和寺蔵本『法華宗要』の翻刻及び掲載許可に快く応じて下さった仁和寺の関係者各位、また申請にあたってご尽力頂いた立正大学情報メディアセンター（大崎図書館）の関係者各位に深く感謝申し上げる次第である。なお、 『法華宗要』の訓読訳の作成にあ っては、国際仏教学大学院大学の藤井教公教授及び立正大学の三友健容教授に様々なご教示を頂戴した。記して深く感謝申し上げる次第である。キーワード海東仏教、法華章疏、吉 、法華遊意、妙法、蓮花
